
2024 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所：Katak Katak 事業所

実施日程：2024年2月7日 株式会社　三晃社　会社概要説明
利用者のニーズである一般就労に向け、実際に企業活動されている現場から 参加者自己紹介
生の声を聴くことで、利用者ご自身の目的目標の達成に向けどのような知識や能力が 障がい者向け家具作成について
必要なのかを確認し、今後の自身の糧となるようにする。 老人ホームなど福祉施設での動向について
参加人数：山本愛、関根安紀子、夏井志帆、竹内徹、岩﨑健二、村上誠、瀬戸みつき 嚥下のしやすい椅子について

＜目的＞ フリートーク
現在行っている作業以外の新しい仕事や職場環境にふれることで、ご自身の目的目標　

に対するモチベーションを上げ、達成に向けてどのような知識が必要なのかを確認する。

現在のご自身の立ち位置や技術・知識がどこまで通用するのか確認できる 新しいデザインの家具を開発されて、様々な分野の問題や課題を解消

企業活動されている業界のトレンドをダイレクトに確認することができるのがメリット するために日々経営されている企業さまから、現場の生の声を拝聴

＜成果＞ 出来る機会をいただけたことは大変嬉しく思いました。

現在行っている作業以外の新しい仕事や情報にふれることで、ご自身の目的目標 今後もこのような機会をいただけるよう私達も努力してまいります。

に向けて何が足りてないのかを理解することが出来た。

障がい特性を生かし、ご自身の知識を向上させストロングポイントに変化させることで、

ご自身の持っている知識を企業で使用することが出来る可能性が見えた。

現状では、まだ個々の知識が浅すぎるのが課題点。

ご自身も辛い思いをたくさんしてきた方々が、他の大変な思いをされている方々を思いやる気持ちが強く感動した。

椅子のデザインで色々と問題を抱えて苦労して開発してきたが、これからも使っていただけるお客様のことを第一

に考えて仕事を続けます。また皆さまの貴重なご意見をいただける機会をつくりますのでよろしくお願い致します。　

以前の職場で経験があり福祉サービスについて数分お話させていただいたが、また以前の経験や夢を生かし一般就労につなげようと思えたのが良かった。

開発現場での苦労などをお聞きし、苦労のすえ完成した商品が実際の現場でも活用されていると分かりました。

商品開発やモノづくりに興味があったが、商品開発には個性を発揮して生き残る現状に至るということがわかり自身の今後の課題とする。

今後の開発にはイラストを学習して「絵柄」を生成することに特化したAIについては否定的な感情を抱いたが、もしAIが発達したら開発が簡単になるかもしれない。

通常作業していることとは別に知らない知識が多く今後の課題が出来た。自身が持っている知識を向上させることで仕事に生かせる可能性があるとわかったのが嬉しい。

連携先企業（担当者） 株式会社　三晃社　　富増　謙一郎

利用者からの意見・評価

電話番号 06-6867-7366 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

住　所 大阪市西区京町堀1-3-3　肥後橋パークビル602 管理者名 山村　訓稔

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 Katak Katak 事業所番号 2711801221
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